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登録リスト（該当：419件）
  ≪  1  2  3  4  5  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: ラッキードロップ信州づくし]	ラッキードロップ信州づくし	インバウンド観光客に人気のお土産品？がラッキードロップのフィギュアです。JR飯山駅に販売機がありました。信州がフィギュア化されていて面白い。

スキージャンプ、上高地の河童橋、スキーをするアルクマ、ビーナスの土偶、信州そば、安曇野の水車小屋、E7系北陸新幹線。信州そばに八幡屋磯五郎の七味唐辛子の缶が添えられているのもほほえましい風景です。	2022-05-05
	2	[image: 飯山の路側壁にウサギの絵]	飯山の路側壁にウサギの絵	上越道を降りて飯山へ向かう途中の国道117号線の路側壁にウサギの絵が描かれていました。「あれ？　なんでここにウサギ？」と思いました。同時にチームラボのメディアアートのウサギを想起しました。添付の画像は、3月、茨城県水戸市の偕楽園で開かれたチームラボのアートイベントのウサギです。こうやって見比べてみればウサギの絵柄は全く別物ですが、飛び跳ねるウサギを描こうという発想がこのように偏在しているのは面白いと気づきました。	2022-05-04
	3	[image: キリヌキ十二月]	キリヌキ十二月	こちらは、はとこが台湾の図書館から自炊してくれたデータ。モノクロスキャナーだったので、白黒ですが中身を確認することができます。１０冊分あります。
こちらは、１２か月の歳時記に合わせた切り紙細工が載っているもので、鈴木江南を知ったきっかけである黒岩比佐子さんが紹介されたものと同じ内容です。
秋山真澄という方が、序文を書いていますが、そのあとは切り紙の作り方の説明とともに、子ども向けの歳時記に書かれた文章が、他の冊子よりも多く、その人柄を感じられて一番好きなもので、大正４年４月に発刊されています。既に発刊されていた花の巻などで使われた切り紙も載っていて、切り口を変えたまとめのような感じになったいます。ちなみに花の他に、雪、月とあり、雪月花を切り口にまとめられています。月の巻きのデ	2022-02-24
	4	[image: まとめ・参考文献]	まとめ・参考文献	【まとめ】
今回は本を読む時間をとることができなく、ネットでの情報のみとなりましたが、楽しみながら調べることが出来ました。しかし物語についての情報はあったのですが、詳しい情報はすぐに見つけるのが難しく、計画的にやっておくべきだったと後悔しました。

【参考文献】2022/2/15参照
祈り岩〔源平屋島合戦古戦場〕｜高松市
https://www.city.takamatsu.kagawa.jp/kurashi/kosodate/bunka/bunkazai/shiteibunkazai/shiseki/inoriiwa.html
扇の的弓道大会｜日光の伝統行事｜日光観光ライブ情報局
http://nikko.4-seasons.jp/festival/function_detail.shtml?0:41
郷土の誉れ那須与一｜大田原市
https://www.city.ohtawara.tochigi.jp/docs/2013082771858/
玄性寺 大田原市観光協会 栃木県大田原市の観光案内
https://www.ohtawara.info/spot_detail.html?id=6
那須与一が愛したお寺：即成院｜レンタサイクル京都ecoトリップ	2022-02-15
	5	[image: 那須与一ゆかりの地]	那須与一ゆかりの地	　那須与一のゆかりの地は各地にあります。今回は3つ紹介します。

　1つ目は栃木県大田原市にある『玄性寺』です。境内には与一をはじめとする那須一族の供養塔が残っています。また、矢剪石という巨石があり、与一が扇の的を射抜いた時、この石に亀裂が走ったと言われています。

　2つ目は京都府京都市にある『即成院』です。突然病に倒れた与一は即成院で療養しました。熱心な祈願により病が治り、功績(扇の的)をあげることができた与一は、その後も即成院で生涯を終えたと言われています。与一のお墓があります。

　3つ目は香川県高松市牟礼町にある『祈り岩(駒立岩)』です。扇の的を射る前に、与一がこの岩に向かい、「南無八幡大菩薩、別してはわが国の神明日光権現、宇都宮那須湯泉大明神、願わくはあの扇の真中射させ給えか	2022-02-15
	6	[image: 那須さんと椎葉さんだらけ！宮崎県椎葉村]	那須さんと椎葉さんだらけ！宮崎県椎葉村	　壇ノ浦の戦いに敗れた平家の武士たちは、追っ手から逃れるために各地の山奥へと入り、椎葉へとたどりつきました。那須与一も追討を命じられましたが、病気のため、代わりに弟の那須大八郎宗久が追討へと向かいました。しかし、そこで彼が見たのは農耕をしてひっそりと暮らす落人たち。哀れに思った大八郎は追討を断念し、幕府には追討を果たしたと報告しました。この後ふつうなら帰りますが、大八郎はこの地にとどまり、平清盛の末裔の鶴富姫と出会います。二人は深い仲になりましたが、幕府から帰還の命令が出され、大八郎は帰らなければならなくなりました。この時にはすでに鶴富姫は身ごもっており、大八郎は「生まれた子が男子ならわが故郷下野国へ、女ならこの地で育てよ。」と言い残し、椎葉を後にします。生まれたのは女の子	2022-02-15
	7	[image: 那須与一に関係するイベントなど]	那須与一に関係するイベントなど	『扇の的弓道大会』
　　中禅寺湖に浮かんだ船の上の扇を的とした弓道大会です。毎年約1500人が参加します。私も中学生の時に参加したことがあり、先輩から先頭の船に乗っている巫女の人形の名前はキャサリンだと教えられました。根拠はないため、ひとつの噂話として頭に入れていただけるとうれしいです。
　場所→栃木県日光市中宮祠
　日時→8月４日　8：00～15：00

『与一弓道大会』
　　那須与一の偉業を顕彰するための大会です。中高生の参加者は県北地区居住者に限られます。的が扇型になっています。
　場所→大田原市福原玄性寺与一弓道場

『大田原与一まつり』
　　那須与一を称えるまつりです。昼の部には武者行列、子供みこしが、夜の部には与一踊りがあります。令和2年度から令和4年度の3年間休止されています。

『扇の	2022-02-15
	8	[image: 那須与一とは]	那須与一とは	　那須与一は、『平家物語』や『源平盛衰記』に登場する武将です。与一とは10あまり1、つまり11男を示す通称となっています。その名の通り10人兄がいますが、10人のうち9人が平氏の味方となり、残る1人も罪を得てしまったため、与一が家督を継ぎました。その後与一は彼らに那須各地を分地します。屋島の戦いにて扇の的を射ったことで有名です。

　誕生日は不明で、京都伏見にて病死、即成院に埋葬されたと伝えられています。しかしその年月日は史料により異なり、那須系図(那須隆氏蔵)、那須拾遺記によると1189年8月8日、那須系図(続群書類従)によると1190年10月となっています。

　那須与一が頼朝より与えられたと伝えられる荘園は以下の五つです。
・丹波国五賀庄(京都府船井郡日吉町)
・信濃国角豆庄(長野県松本市、塩尻市)
・若狭国東宮	2022-02-15
	9	[image: 信州上田学を通して]	信州上田学を通して	　信州上田学は上田市について詳しく調べるきっかけとなった。他人と友人が全然違うように、よく知っているということは愛着に繋がった。
　私はサントミューゼについて探求して、サントミューゼが更に好きになった。色々な工夫や理念、ルーツが共感できたり、面白いと感じたりしたからだ。次、訪れる時には調べる前と違う視点で楽しめると思う。
　信州上田学を通して、情報を夢中で探すことの楽しさに気づけた。インターネットで検索すれば、無料で簡単に手に入るからこそ、情報の価値に気づけていなかったように思う。実際にまち歩きをしたり、図書館や資料館を訪れたりして、自分の足をつかって・お金を払って情報を得るということが新鮮で面白く、重要だと感じた。
　この投稿のように、ネット上に誰もがアクセスできるように情	2022-02-15
	10	[image: じまん焼きの歴史と比較]	じまん焼きの歴史と比較	引用　御座候？大判焼？
地域で違う「回転焼」の呼び名のナゾ
https://services.osakagas.co.jp/portalc/contents-2/pc/tantei/__icsFiles/afieldfile/2019/08/30/190828_img07_1.jpg

上田のソウルフードの一つであるじまん焼きには似ている商品がいくつかある。有名なのは大判焼きである。大判焼きは日本の東西で呼び名が違っている。おもに関東地方では今川焼きと呼ばれ、おもに九州地方や関西地方では回転焼きと呼ばれている。今川焼きにはチョコレートや白あんといったバリエーションがり、じまん焼きよりも種類が多い。

参考文献
「大判焼き」と「今川焼き」「回転焼き」の違いは?
https://lowch.com/archives/13510	2022-02-14
	11	[image: 「私の地域探求」一覧(情報通信文化論2021成果物)]	「私の地域探求」一覧(情報通信文化論2021成果物)	★：マイテーマ　◆：探求者のマイサイトにリンク　【１】～【７】の地域は上田

【１】上田の歴史
★1「上田藩第6代藩主 松平忠固」(探求者：yo-to)
★2「上田の歴史（貿易、蚕糸業、金融）」(探求者：じょうじ)
◆3「明治の上田での生活」(探求者：Ｔ)
★4「戦時中の暮らしについて」(探求者：みるくた	2022-02-13
	12	[image: 白木屋　魚民]	白木屋　魚民	この写真は、海野町商店街にある海野町会館が所蔵する一枚である。

一枚目が平成11年のアーケード取壊し前、二．三枚目が昭和41年の海野町拡幅工事前に撮影された写真である。	2022-02-13
	13	[image: まとめ]	まとめ	ため池のつくられた歴史や、民話などを調べることで、ため池自体ができた経緯は降水量の関係で同じだったことがわかった。しかし、そのため池一つ一つには違ったエピソードが存在することがわかりおもしろかった。
現実離れした民話が多く残っており、特に、舌喰池に残っている伝説は印象的で、このように残酷な話が残っていることが衝撃だった。

面白い話を知ることができたし、知らなかった歴史を学ぶことはできたが、ネット上では思うように深掘りをして調べことができなかったように感じる。そのため、受け売りとなる二次情報ではなく自ら調べる一次情報の重要さを実感した。



〈参照した資料〉
Googleマップ
信州上田　塩田の里　http://www.shiodanosato.jp/
長野県上田市塩田地域におけるため池群の維持管理と存続https://www.geoenv.tsukuba	2022-02-12
	14	[image: 上田紬について～小岩井紬工房～]	上田紬について～小岩井紬工房～	小岩井紬工房
地元特産品を活かし上田紬のブランド価値向上をめざす
多くの工房が手織から力織機へいこうするなかにあって「手織りに徹する」という信念をもつ小岩井紬工房。
「上田の特産品を利用して、上田らしさがアピールできる紬をつくりたい」という思いを抱き続け、構想から３年以上を費やして生み出した新商品は「林檎染」と名付けられた。その名の通りに使用するのは林檎の樹皮で、すべて上田産。経糸、緯糸ともに１００％の草木染めは珍しいという。「改善の余地はまだまだある。もっと突き詰めて行かないと、味や深みはでません」と現状に満足することはない。小岩井さんの頭の中には、すでに別の特産品を活かした新商品のアイデアがあるという。「これからも、上田らしさにこだわって、上田紬の価値を高めたい」と前向き	2022-02-09
	15	[image: まとめ]	まとめ	食生活に関する記事を探すことを主眼に置いて西塩田時報を最後まで読んでみたが、探していたジャンル以外の記事であっても、少し目を通してみると案外面白く感じる言い回しなどが見つかり、意外と楽しく読めた。

また、通して読んだことによる発見として、戦前の記事では栽培法や家畜の育て方についてのものが多く、レシピは漬物などシンプルなものばかりであったが、戦後の記事ではそれらに加えて多少凝ったレシピについての記事もみられるようになった。

それまでは日持ちさせるための工夫であったレシピが、時代とともにさらに幅広い食事を楽しむためのものに変化していったことの表れだろうか。

掲載されている中には現在でも食べられているようなレシピもあったが、当時の人々がみな、時報に掲載されているような十分な食事	2022-02-09
	16	[image: あたたかい冬の料理の作り方（『西塩田時報［戦後］』第33号（1949年12月20日）4頁）]	あたたかい冬の料理の作り方（『西塩田時報［戦後］』第33号（1949年12月20日）4頁）	シチュー、カレー、うどん。これら3つはどれも、現在でも親しまれている、冬にぴったりな料理である。しかしレシピの内容を見てみると、シチューでは鮭のかわり、カレーでは肉のかわりにイナゴやサナギを使うという。

一方の南瓜うどんの項には「暖かい変った野菜ウドンができて面白い」とあるが、魚や肉の代わりとしてイナゴやサナギを用いていたことの方が、文化として余程興味深いと感じた。


▼資料出典元
#1074 『西塩田時報[戦後]』第33号(1949年12月20日)4頁	2022-02-09
	17	[image: 上田紬について⑤]	上田紬について⑤	上田紬の染色の工程

林檎染め　品種の違いで染め上がりの色が変化する
1．剪定　リンゴの木の内側まで太陽の光が届くようにするために不要な林檎の木（枝）を切り落とす作業
2．気の皮を削る
　ふじ　オレンジみがかってる　信濃ゴールド　白っぽいいろ
　（気の部分は薪ストーブをやっている人にあげている）
3．乾かす
4．煮出し袋に樹皮をいれる（樹皮は糸と同じくらいの量をつかう）
５．水をため、樹皮をその中にいれる
６．水を沸騰させながらよくまぜる
７．沸騰させたら冷ます
８．糸を入れ、均等に液につける
９．沸騰させながら１時間ほどかけて染める
１０．媒染する　（金属物質を媒体にして染料を繊維に定着させる工程）
１１．媒染液に２０分ほど糸をいれる
１２．媒染後に糸をよく水洗いする
１３．再び染色する
	2022-02-09
	18	[image: プロジェクト研究発表①～⑬と各アウトカム(前川ゼミ2021)]	プロジェクト研究発表①～⑬と各アウトカム(前川ゼミ2021)	長野大学前川ゼミ（企業情報学部科目「プロジェクト研究」）
オンライン発表会　2022/01/31ゼミ時間帯に実施
発表①～⑬＋講評

▼２・３年生
★プロ研6「海野町レトロ写真館」(発表者：足立光紅)
★プロ研7「西部地域の地域づくりに向けた支援」(発表者：飯髙綾)
★プロ研8「大洗型地域振興事業推進仮想モデルの作成」(発表者：高山大和)
★プロ研9「山本鼎の部屋資料のデジタ	2022-02-09
	19	[image: プロ研③白井裕介「地域住民が地域に興味関心を持てる仕掛けづくり」(前川ゼミ2021)]	プロ研③白井裕介「地域住民が地域に興味関心を持てる仕掛けづくり」(前川ゼミ2021)	　8分
▲クリック/タップして発表動画をご覧ください。
発表：2022/01/31 オンライン発表

発表者のマイサイト(プロジェクト研究のアウトカム)

発表者(学生)：白井裕介（長野大学企業情報学部前川ゼミ４年）

（ゼミ担当：前川道博＠長野大学企業情報学部）	2022-02-08
	20	[image: 染色の工程とこれから期待される人]	染色の工程とこれから期待される人	小岩井紬工房
地元特産品を活かし上田紬のブランド価値向上をめざす
多くの工房が手織から力織機へいこうするなかにあって「手織りに徹する」という信念をもつ小岩井紬工房。
「上田の特産品を利用して、上田らしさがアピールできる紬をつくりたい」という思いを抱き続け、構想から３年以上を費やして生み出した新商品は「林檎染」と名付けられた。その名の通りに使用するのは林檎の樹皮で、すべて上田産。経糸、緯糸ともに１００％の草木染めは珍しいという。「改善の余地はまだまだある。もっと突き詰めて行かないと、味や深みはでません」と現状に満足することはない。小岩井さんの頭の中には、すでに別の特産品を活かした新商品のアイデアがあるという。「これからも、上田らしさにこだわって、上田紬の価値を高めたい」と前向き	2022-02-08
	21	[image: 上田紬　染色の工程]	上田紬　染色の工程	林檎染め　品種の違いで染め上がりの色が変化する
1．剪定　リンゴの木の内側まで太陽の光が届くようにするために不要な林檎の木（枝）を切り落とす作業
2．気の皮を削る
　ふじ　オレンジみがかってる　信濃ゴールド　白っぽいいろ
　（気の部分は薪ストーブをやっている人にあげている）
3．乾かす
4．煮出し袋に樹皮をいれる（樹皮は糸と同じくらいの量をつかう）
５．水をため、樹皮をその中にいれる
６．水を沸騰させながらよくまぜる
７．沸騰させたら冷ます
８．糸を入れ、均等に液につける
９．沸騰させながら１時間ほどかけて染める
１０．媒染する　（金属物質を媒体にして染料を繊維に定着させる工程）
１１．媒染液に２０分ほど糸をいれる
１２．媒染後に糸をよく水洗いする
１３．再び染色する
１４．最後によく洗う
	2022-02-08
	22	[image: 観光客の憩いの場]	観光客の憩いの場	観光客同士のコミュニティの形成について調査するために現地を訪れました。

観光客の憩いの場、という単語がすでに面白いものですが、大洗町には観光客が立ち寄り、観光客同士のつながりが生まれやすい地域です。

それはこの写真のように、各店舗の飲食スペースが一つの交流の場となっており、大洗町が観光客のコミュニティを作っているからであり、これは大きな特徴であると考えています。	2022-02-08
	23	[image: 越屋根]	越屋根	越屋根という二階建ての建物があり、これは蚕を育てていたいという特色である。越屋根は換気や光を取り込むために作られた。蚕糸業が盛んだった上塩尻、下塩尻、秋和にはこの越屋根の建物が、多く残っている。その地域が蚕を育てていたという特徴が見て分かるので見つけてみると面白いかもしれない。

「参考文献」https://d-commons.net/uedagaku/detail.php?c=17&p=4661

https://ueda-navi.jp/hokkoku-kaido/spot/public/992	2022-02-08
	24	[image: 大洗活動の始まり　草案]	大洗活動の始まり　草案	私が大洗町での地域活動を始める前、大洗町に初めて現地調査という目的で訪れる際の活動草案になります。

やりたいことを全て書き写しただけのメモ帳ですが、時々これを見ることで思い出す考え方やアイデアがあり、非常に面白いものです。	2022-02-08
	25	[image: 旧中込学校へ]	旧中込学校へ	佐久市にある重要文化財「旧中込学校」へ10月に行ってきました。
見た目は、松本にある開智学校に似ていると思いました。
緑色と白色を基調としたシンプルな洋風デザインです。
この学校は、日本の学校建築に現存する最古級の擬洋風建築物だと言われています。

校内はもちろん、当時使われていた教科書や、教育道具が大変綺麗に保たれていました。
私が一番面白いと思ったのが、大きなそろばんです。
とても大きくて、昔の師範学校には、「大きなそろばんの扱い方」といった授業も開講されていたのではないかと想像するくらい、大人の先生が一人で取り扱うには大変そうな大きさでした。

仮に今の時代に計算を教えるとしても、大きな電卓は使いませんよね(笑)
今なら、どうでしょう、先生の手元をカメラで写しながら、プロジェクタ	2022-02-04
	26	[image: 6.若者に蚕を知ってもらうには]	6.若者に蚕を知ってもらうには	これまで蚕について様々なトピックを紹介してきましたが、蚕糸業の衰退を止めるためには若者の力が必要不可欠です。

若者に蚕を知ってもらうための策を幾つか考えました。

5の記事で紹介した蚕糸を使ったアートを通して蚕を知ってもらう策。

近年、SNSの普及に伴い若者の影響力が絶大的な権限を得ています。日本の世の中の流行は若者のスマホの中から始まっていて、何気ない投稿がその年の流行を決めるとも言われています。

SNSに蚕を使ったアートを載せたり、アリオやサントミューゼなどの大型施設で展示会をするなど人の目に触れさせるようにしなければならないと感じました。

蚕の飼育を流行にする案。

蚕という虫は品種改良されたため、人の管理がないと生きられません。そのデメリットを逆手にとって若い人が蚕を飼育しや	2022-02-03
	27	[image: 珍しい外観]	珍しい外観	上田城の付近にある学校の壁は、このように城壁風になっていることに気付いた。この学校に通う生徒はこういった面白いデザインのものをどう感じているのかが気になった。	2022-02-02
	28	[image: まとめ]	まとめ	地域を調べていく中で、住んでいたが知らなかったことや、知っていたことでもその深いバックグラウンドを探求できたと思う。この講義をとらなかったらこんなに深く知ることができなかっただろうし、良いきっかけとなった。また、調べるにあたり、インターネットでも容易に検索をかけることができ、非常に便利な時代だと改めて感じたが、実際に現地に行ってみて感じたことわかったことがあった。この経験を生かし、気になったことは深く調べたいと思ったし、なにより、地域を知ることが面白いと感じた。	2022-02-02
	29	[image: 北の入池]	北の入池	この池を最初訪れた際に初めに気付いたことは、水位がとても少ないことだ。この特徴は多くの溜池に見られる特徴で、おそらく冬季は降水量が少ないことが関係していると思われる。
ため池の推移が少ないということは野鳥の生活にも影響を与えていたと考える。写真にはアオサギが魚を獲って食べているシーンが写されているが、水の量が少なくなり魚の隠れ家が少なくなってきて魚がどんどんと捕獲しやすくなり、それをアオサギが食べに来ていると考えた。
このように時期によって野鳥の生活が変わるのも野鳥観察の面白さだ。

観察できた野鳥
・アオサギ
・カワウ
・カルガモ
・ハクセキレイ
・ダイサギ	2022-02-01
	30	[image: サントミューゼに込められた意味]	サントミューゼに込められた意味	　サントミューゼ。あまり聞きなれない語感だが、
どのような意味が込められているのだろうか。
　この名前は、1649通の公募の中から選ばれた。蚕都上田、ひと・まち・文化とコンセプトが３つ、太陽をイメージしてサン（sun）ということから、そして芸術の女神をフランス語で「ミューズ（muse）」が組み合わさった名前だそうだ。
　ユニークな名前で面白いと思った。私は、はじめ〝セント″ミューゼだと思っていたので、上田＝蚕都ということを知っていたらすぐ覚えられただろうなと思った。	2022-02-01
	31	[image: 小学校のタブレットを利用した学習支援]	小学校のタブレットを利用した学習支援	塩尻小学校の3年生を対象に、タブレットを利用した総合の学習支援を行いました。内容としては、「学校自慢」をテーマに、学校の好きな場所や面白いところなどを写真に撮り、一つのサイトを使って投稿し、みんなで情報共有するといったことを行いました。事情により写真はぼかしてありますが、子供たちはとても関心を持って取り組んでいました。	2022-01-29
	32	[image: 現代用語の基礎知識(『西塩田青年団報』第33号(1949年12月20日)1頁)]	現代用語の基礎知識(『西塩田青年団報』第33号(1949年12月20日)1頁)	その名の通り、現代日本において知られるようになってきた用語を紹介している。外来語についても紹介している。

今の私たちにとっては身近な言葉も、こうして徐々に浸透していったんだということがわかり、面白いと感じた。	2022-01-27
	33	[image: 満州移民②]	満州移民②	こちらの記事は先ほど紹介した小林信悟さんの満州での生活を記したものである。
これを見る限り、渡った先では農耕班として農業をしており、食事に関しても毎日白いお米を食べることができたり、週一でカレーを食べていたりと充実しているように見えた。休日に関しては、月に2～3回と現代と比べればとても少なく感じた。こちらの資料も実際の生活状況が伺える貴重な資料であると感じた。	2022-01-27
	34	[image: 別所温泉の効能について]	別所温泉の効能について	別所温泉の泉質は皮脂を溶かして古い角質層を軟化させ、その効用で肌がすべすべになるという弱アルカリ性です。

地下から湧き出している温泉水は「還元性」であり還元性は美白や疲労回復、老化防止に効果があるとされています。

効能は以下の通りです。

一般適応性：神経痛、筋肉痛、五十肩、運動麻痺、間接のこわばり、うちみ、くじき、慢性消化器病、痔病、冷え性、病後回復期、疲労回復、健康増進

利用別適応性：浴用／慢性皮膚病、慢性婦人病、きりきず、糖尿病。　飲用／糖尿病、痛風、便秘	2022-01-26
	35	[image: 石湯(いしゆ)真田幸村公隠しの湯について]	石湯(いしゆ)真田幸村公隠しの湯について	石湯は真田幸村公隠しの湯とも言われています。
大河小説「真田太平記」に、別所の湯がしばしば登場します。

物語の仲で重要な位置を占める向井佐平次が真田幸村と初めて逢うのも、その幸村が女忍者の、お江（こう）と結ばれるのも別所の岩の間から湧きだす温泉の白い湯気の中だったそうです。

そして、関ヶ原の合戦には真田の忍者草の者達が、別所の里に身を潜めて上田城に篭城する昌幸親子をじっと見守っていたそうです。

今も豊かに岩の間から湧きだす温泉の石湯は真田氏にとって真田氏にとって大切な隠し湯だったそうです。 

その前に建つ「真田幸村公隠しの湯」の票石は真田太平記の作者、池波正太郎氏の筆の物だそうです。	2022-01-26
	36	[image: 「木」が印象的な建物]	「木」が印象的な建物	　少し離れてサントミューゼを見た時に、木がたくさん使われていると感じた。サントミューゼ自体もそうなのだが、外にあるトイレや倉庫も木材が使われていた。前回、館内を見て回った時も同じようなことを感じたのを思い出した。
　近くで見ると白い木材はコンクリートだった。木材の板とコンクリートの板が混合していたのだ。コンクリートについている細かい筋が木目調に感じさせるのか、不思議と木材と調和している。	2022-01-26
	37	[image: 山道と雪]	山道と雪	色々な山道を走ってきて、特に雪道の状況の違いがあるなと感じた。
国道406号なら、上田側はアスファルトが見えるくらい除雪・融雪していたのに対し、須坂側はほぼ白一色だった。
この場合は北側である須坂の方が降雪量が多い、カーブが多く除雪のしにくい等の理由があるのではないか。
同じような時間帯に通っても、ある場所は凍っていて、ある場所は路面が乾いていることもあった。
その日その日の天候や気温、高度、山の北側か南側かなど多くの要因が複雑に作用しあっているため、違いの法則性を見つけることは難しそうだ。	2022-01-24
	38	[image: 雪のビーナスライン]	雪のビーナスライン	ビーナスラインは冬季通行止めの対象だが、一部通行ができる場所がある。
通ってみるとかなりコンディションの悪い場所が点在していて、景色を楽しむ余裕がないほど。
ボコボコの路面に除雪で狭くなった道、アイスバーンがあると思いきや、軽くスタックするほど雪が溜まっている場所も。
積もったばかりの雪は強風で舞い、軽くホワイトアウト状態。
楽しくドライブができる道は、一瞬も気の抜けない道になっていた。
これはこれで楽しめるのだが、もし行くことがあるのなら霧ケ峰のライブカメラをチェックしたり、天気のいい日に行くことをオススメする。	2022-01-24
	39	[image: 白樺湖]	白樺湖	山道繋がりで、よく遊びに行く白樺湖の紹介をする。
この日は湖の上にも雪が積もっていた。
白樺湖は茅野市の山の上にある湖。
周りには温泉やホテル、遊園地、少し変わった雰囲気のリゾートローソンなどがある。
冬にはスキーも楽しめる。
そんな白樺湖からはビーナスラインに乗って、諏訪湖や霧ケ峰、車山、美ヶ原に行くことができる。
季節によって違った楽しみ方ができる、おすすめスポットだ。	2022-01-24
	40	[image: 渋温泉街～多様な温泉～]	渋温泉街～多様な温泉～	温泉街を歩いていると、銭湯を多く見かけた。調べてみると、九湯めぐりたるものが体験できるらしい。

渋温泉には、地元の人が毎日利用する外湯（共同浴場）が九つあります。 昔から大切に守られてきた外湯を渋温泉に宿泊するお客様にも解放し、渋の湯の恵みを楽しんでいただけるのが「九湯めぐり（厄除巡浴外湯めぐり）」。
それぞれ源泉や効能が異なる外湯を、祈願手ぬぐいにスタンプを押しながらめぐります。
最後に温泉街を見下ろす「渋高薬師」へ参詣して印受すれば満願成就。
九（苦）労を流し、厄除け、安産育児、不老長寿のご利益があるといわれています。
歴史を感じる外湯のたたずまい、好みの肌触りのお湯を見つけたり、湯船での人々との語らいもまた、九湯めぐりの醍醐味です。
(https://www.shibuonsen.net/onsen/より引用)

筆者	2022-01-23
	41	[image: 梅翁寺]	梅翁寺	このお寺は湯田中温泉の守護発展のために、1688年に薬師如来を本尊として別峯宗見(べっぽうそうけん)和尚様が来られて建てられた。境内にある手水舎(ちょうず)は龍をもした彫刻であり、その口からは温泉が流れる。
また平成22年5月8日に全国初となるお湯につかるお地蔵さん「延命湯けぶり地蔵尊」が建てられた。大きさは1メートルほどで、片足だけお湯につかることで温泉の持つ霊力を吸収しているとされておる。そのお地蔵さんの肩や腰などを湯に浸した白布でさすることによって温泉の持つ効用が伝わり、ぴんぴん・しゃんしゃんと元気になるとされるぴんしゃん地蔵手拭いと呼ばれる参拝が行われている。	2022-01-23
	42	[image: 江戸の上田（『上田古地図・絵図デジタルアーカイブ』）]	江戸の上田（『上田古地図・絵図デジタルアーカイブ』）	江戸時代の上田を知るためにまずは『上田古地図・絵図デジタルアーカイブ』を閲覧した。天正の図は確かなものが見いだされていないそうだ。この頃は河が目立ち、寛永のの図では侍町というものが登場している。正保になると上田城の形がよく見えるようになっている。時代が進むにつれて図の見やすさも表れ面白かった。	2022-01-21
	43	[image: 那須与一]	那須与一	【このテーマを選んだ理由】
祖父母が九州に旅行に行った際「那須」という名字が那須与一の家に由来するという話を聞いたらしく、那須与一についてより深く知りたい、みんなに知って欲しいと思ったからです。
【何を探求・アウトプットするか】
那須与一やその周辺人物に関する話を県内外問わず探そうと思います。
【具体的に使う資料】
まだ決まっていませんが、栃木県、宮崎県の資料を中心に調べていきたいと思います。	2021-12-21
	44	[image: メロディー装置]	メロディー装置	加舎白雄四季の歌というものが聴けるメロディー装置を見つけた。何回もここを通ったことはあるが、こういったものが置いてあることを今回初めて知った。スタートボタンを押すとこの歌が流れ、流すのも止めるもの手動なのがシュールで面白かった。	2021-12-21
	45	[image: おおぼし]	おおぼし	　長野県のラーメン専門店である「おおぼし」。信州ラーメン四天王と言われているらしい。

　私は「おおぼし」一番人気の「ばりこて白」を注文。豚骨ベースで背油がたっぷり浮いていて、「これは後々きつくなるかも」と思ったのだが、スープを飲むとそんなことはなく、あっさりとしていて飲み干すのは余裕なほど。麺はかなりもちもちし、のど越しもよく、こってりとしたスープがよく絡む。

　ラーメン四天王と言われるだけのことはあるので、ぜひ来店してみてほしい。	2021-12-21
	46	[image: 美ヶ原公園西内線を考える]	美ヶ原公園西内線を考える	美ヶ原公園西内線は、美ヶ原に至る道と松本に至る道がある。
しかし、松本方面への分岐地点である武石観光センターあたりに、通行止めの看板があるため、通り抜けはできなそうだ。
そもそも単に松本方面に行きたいだけなら、北側に国道254号線が通っている。
わざわざ狭いこちら側を通る必要がない。
ちなみに、武石峠あたりから国道254号へつながる道があるが、年中通行止めである。
美ヶ原方面の道には、路面状況の悪い箇所、道幅の狭い箇所などが見受けられる。
加えて、冬季は通行止めになる。
前の投稿で、上田側からは白樺湖の方を通っていくのではないかと投稿した。
こちらは県道、あちらは国道なので無理もない。
以上のことを考えると、今現在この道の利用価値は限られていそうだ。	2021-12-20
	47	[image: 美ヶ原と上田]	美ヶ原と上田	上田側から美ヶ原へと向かう際に使うのが美ヶ原公園西内線。
この道には本格的な山道に店という店はなく、登り口に武石観光センターがあるだけである。
それに対し、諏訪方面からビーナスラインを通って行くと、霧ケ峰・白樺湖を中心に数々の店や温泉、ホテル等楽しみがある。
道路を比較してもビーナスラインのほうが走りやすく、知名度も高い。
そのため、上田側から美ヶ原に行こうとした際に、走りにくく楽しみも少ない美ヶ原公園西内線を選ぶより、白樺湖→霧ケ峰→美ヶ原のルートを選ぶ人が出てくるだろう。
せっかく上田から美ヶ原につながる道があっても、以上の理由で使われる頻度が少ないのならもったいないと感じる。	2021-12-20
	48	[image: 上田らしさ]	上田らしさ	上田駅のすぐ近くにあるこの水車。そして銅像。初めて上田駅に訪れた時から感じてはいたが、駅の改札を抜けてからここまで市の特徴が入りやすい駅は興味深い。というのも、私は、駅はその場所のファーストインプレッションであり、その地域の雰囲気を掴む大切な場所だと考えている。駅の中で目にしたモチーフ、上田であれば真田という大きな売り出しポントが駅の中にも、街の中にも全面的に出されているのが非常に面白く、街を歩くのが楽しかった。	2021-12-20
	49	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	上田駅から10分ほど歩き、サントミューゼを訪れた。驚きであったのは、複合型文化施設であるということだ。演劇や演奏が行われるホールもあれば、美術館もある。他にも、普段から市民が利用できるような防音室や個室があった。ここに来れば、文化的経験ができると思わせてくれる場だった。芸術ふれあい事業など地域の文化活動の活性化にも貢献しているようだった。また、外は芝生の広場になっていて、ボール遊びをする人、ごはんを食べる人、何かをノートに書いている人がいて、いろいろな過ごし方をしていて、面白いと思った。	2021-12-19
	50	[image: 冬の美ヶ原へ]	冬の美ヶ原へ	美ヶ原へのアクセス方法はいろいろあるが、上田側からだと美ヶ原公園西内線を通るか、白樺湖からビーナスラインを通るかになるだろう。
冬季はこれらの道路は通行止めになってしまうが、ある道を使えば美ヶ原まで行くことができるのだ。
いざ、冬の美ヶ原へ。

2021ビーナスラインの通行止め情報
https://www.venus-line.net/wp-content/uploads/2020/10/64f68c5e9c36db96d0eb29ed5cf7d3f8-1.pdf	2021-12-16
	51	[image: 民主化は先ず家庭から…(『西塩田公報』第35号(1950年3月5日)4頁)]	民主化は先ず家庭から…(『西塩田公報』第35号(1950年3月5日)4頁)	世間は民主化が進んできているが、家庭内では夫が妻に対して亭主関白ぶりを発揮している様子が見て取れる。
自分でできることは自分でやる、そうすることで双方にとって無駄な労力の消費を防ぐことができると述べられている。
現代の社会でも同様に言う事が出来、家庭内だけではなく学校や会社の中でも同様だろう。

▼この記事は以下から参照できます。
#1082 『西塩田公報』第35号(1950年3月5日)4頁	2021-12-16
	52	[image: 若男見解の文面に接して『西塩田時報[戦後]』第13号(1948年3月25日)3頁]	若男見解の文面に接して『西塩田時報[戦後]』第13号(1948年3月25日)3頁	昔の人の見解を知れるのは面白い。	2021-12-15
	53	[image: 親の愛（『西塩田時報』第117号（1933年8月1日）4頁）]	親の愛（『西塩田時報』第117号（1933年8月1日）4頁）	この記事は親は我が子の欲望をどれだけ叶えてあげられるのかが話題になっている。それは子供が成長するにつれて難しくなってくると書かれている。

子供が愛されているという前提で書かれていたが、今日では親が子供を虐待といった問題も多く考え方が変わるのではないか。こういった今と昔の考え方の違いが面白いと感じた。

▼この記事は以下から参照できます。
520 『西塩田時報』第117号(1933年8月1日)4頁	2021-12-16
	54	[image: 店の様子]	店の様子	商家は営業の場である見世があり、その奥が居住の場となっていて、職住一体の構造だった。
呉服商の見世には帳台が置かれ、その奥に縮緬、紬などの絹織物、メリンスなどの毛織物、太物（木綿類）などの反物や帯を納める商品収容棚があり、伊達衿、帯揚、足袋などの小物類は土間に設けられた台に並べられ営まれていた。夜遅くまで店は開けられていて、笠つきの白熱電燈が何本も天井から吊り下がり、畳敷きの座売りの店内を明るく照らした。	2023-05-06
	55	[image: 農家恐慌の実態（『西塩田時報』第1号(1934年10月1日)4頁）]	農家恐慌の実態（『西塩田時報』第1号(1934年10月1日)4頁）	この記事は、面白いというより読んでいて当時の農家の実態のひどさが印象に残ったから選んだ。
私たちは、様々な恐慌についても、過去の出来事として学んでいるがここに書かれたものだと、現実味があって当時の苦労していた様子がリアルに伝わってきた。
馬鈴薯を主食にして１日に一回位の米粒を口にするものは上乗とされているとか、僅かな塩で飢えを充たしているとか。このような時代があったことを知っておく必要があるし、みんなに読んで欲しいと思った。
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0579.jpg	2021-12-15
	56	[image: ビタミンの話（『西塩田時報』第5号(1946年12月25日)4頁）]	ビタミンの話（『西塩田時報』第5号(1946年12月25日)4頁）	「ビタミンの話」というあまり見かけない話題にまず惹かれた。

記事の下には6種類のビタミンが表で示されている。書かれている食材が昔っぽいのもまた面白いなと思うし、すごく細かく詳しく書かれているので、きっとこの記事が役に立ったんだろうなと感じた。



https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0973.jpg	2021-12-15
	57	[image: 参院選挙投票率は79％ （『西塩田公報』第38号(1950年6月5日)1頁）]	参院選挙投票率は79％ （『西塩田公報』第38号(1950年6月5日)1頁）	この記事は、参院選の投票率と結果について書かれている。個人的に面白く感じた点は、「投票余談」の部分だ。その当時、何を考えて投票したのかが具体的に書かれており、面白く感じた。

▼この記事は以下から参照できます。
#1091 『西塩田公報』第38号(1950年6月5日)1頁	2021-12-15
	58	[image: 禁酒(西塩田時報第1号(1923年7月1日)4頁)]	禁酒(西塩田時報第1号(1923年7月1日)4頁)	酒でよほど痛い目を見たのか、端から否定派なのか、、
禁酒を進めるというよりかは酒を飲む人を全否定する言葉を並べてある。
しかし、軽快でストレートな表現が嫌味でなくて面白い。

▼この記事は以下から参照できます。
#4 『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)4頁	2021-12-15
	59	[image: 農民への問いかけ]	農民への問いかけ	地元の農民に対して役人に搾取される人生で良いのかと、もっと考えながら生きた方が良いと問いかけていたのが、面白かった。

▼この記事は以下から参照できます。
 『西塩田時報』https://d-commons.net/admin/content_edit.php?id=5840#photo_gallery	2021-12-15
	60	[image: 卒業生名簿(『西塩田公報』第47号(1951年3月10日)2頁)]	卒業生名簿(『西塩田公報』第47号(1951年3月10日)2頁)	この記事は、当時の卒業生の名前が書かれており、しかもフルネームである。
現代の学校では名簿を世間に出すことさえも厳重な取り扱いを求められているが、この時代には時報に載っている。

個人情報保護などは考えられていなかった時代ならではの記事で面白いと思った。

▼この記事は以下から参照できます
#1124 『西塩田公報』第47号(1951年3月10日)2頁	2021-12-14
	61	[image: さよなら「西塩田公報」過去の苦楽もまたなつかしい(『西塩田公報』第104号(1956年5月5日)4頁)]	さよなら「西塩田公報」過去の苦楽もまたなつかしい(『西塩田公報』第104号(1956年5月5日)4頁)	この記事は西塩田時報の最終刊の投稿である。
西塩田時報が地域で長く親しまれ人々に影響をどれだけ与えてきたのかが分かる内容だった。
西塩田時報がどれだけ優れた公報だったのか、どのような苦労や地域との関わりがあったのか読んでいてとても面白かった。
最終刊にあたり長く親しまれてきた公報が戦争を受けた言論統制以外での理由で廃刊を受けた人々の惜しい気持ちが当時の西塩田時報の立ち位置を示しているようで興味深かった。
▼この記事は以下から参照できます。
#1346 『西塩田公報』第104号(1956年5月5日)4頁	2021-12-14
	62	[image: かつての成人の願い（『西塩田時報』第78号(1930年5月1日)3頁）]	かつての成人の願い（『西塩田時報』第78号(1930年5月1日)3頁）	コラムを書いた筆者が、戦争の傷が残る子ども時代に見た大人の世界は、
生きるために血眼で戦う醜い世界。
そんな時代の先で彼が望んだのは、何か世の中の役に立つ人間になることだった。


生きるために戦うことの醜さを知らない現代の日本の大人たちは、
戦いの時代になったら、彼にとっての醜い大人になってしまうのだろうか。
私は世の中の役に立つ大人になりたいとは思うものの、そういう人にならない確証は無い。
なるべく避けたいものだなと思った。


現代では多分考えないだろうこの価値観が面白いと思った。


▼この記事は以下より参照できます
#337 『西塩田時報』第78号(1930年5月1日)3頁	2021-12-14
	63	[image: 働くものが幸福になる！　民主政府は總選擧で　總選擧に當り國民はいかにその貴き一票を行使するか？聞け!!村民の血の叫びを！(『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)1頁)]	働くものが幸福になる！　民主政府は總選擧で　總選擧に當り國民はいかにその貴き一票を行使するか？聞け!!村民の血の叫びを！(『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)1頁)	選挙において、よく考えて投票することを呼びかけている。

よく調べずに「名前を聞いたことのある人だから」という理由だけで投票してしまったことがあるので、とても身に沁みる。自分の一票が政治を変えるのだとよく意識して投票するべきだと感じた。

この記事は以下から参照できます。
#985 『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)1頁	2021-12-14
	64	[image: 鄕土出身將兵　慰問原稿募集！(『西塩田村公報』第8号(1943年5月5日)3頁)]	鄕土出身將兵　慰問原稿募集！(『西塩田村公報』第8号(1943年5月5日)3頁)	兵士への慰問品を募集している。
寫生畫は写生画、漫畫は漫画、寫眞は写真のことである。

兵士は人間であり、苦しい中戦っていたということを認識させられた。

この記事は以下から参照できます。
#939 『西塩田村公報』第8号(1943年5月5日)3頁	2021-12-14
	65	[image: 地方選挙に望む『西塩田青年団報』第4号(1946年11月25日)1頁]	地方選挙に望む『西塩田青年団報』第4号(1946年11月25日)1頁	選挙の理由や意義または仕組みなどが書いてあった。選挙の制度が地方選挙では村長・議会議員・知事などを決める。選挙に出るものは私的な欲望ではなく、村の代表として信頼される人物が望ましいとも記述してあった。
今でも選挙が行われており、昔の名残も残っているように感じ、面白いと思った。
『西塩田青年団報』第4号(1946年11月25日)1頁	2021-12-13
	66	[image: カメラ『西塩田時報』第2号(1923年9月1日)4頁]	カメラ『西塩田時報』第2号(1923年9月1日)4頁	これは日常を題材にした短編小説のような記事だ。
A氏について書かれており、死や幸福など対比的な内容が魅力的だと感じた。
割と文章全体が短くてすぐに読めたので面白いと感じました。


この記事は以下から参照できます。
『西塩田時報』第2号(1923年9月1日)4頁	2021-12-13
	67	[image: 戦後前の記事]	戦後前の記事	戦前の最後の記事を見て、思ったよりも平和であり、地域のため池の話などをしている点が面白かった。



https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0974.jpg	2021-12-13
	68	[image: ああ、感激の優勝旗（『西塩田時報』第204号(1940年10月31日)6頁）]	ああ、感激の優勝旗（『西塩田時報』第204号(1940年10月31日)6頁）	この資料は、上田市営運動場という場所で行われた体育大会の様子を記している。上田市営運動場という場所を調べて見たがどの施設のことを指しているのかがハッキリしなかった。というのも、この運動会が開催された昭和15年（1940年）には上田城跡公園陸上競技場はあったが、当時から陸上競技場という名で呼ばれていたと思われるため（勝俣英吉郎の銅像に記されている碑文に陸上競技場と記されていることから）、運動場という名前で新聞に載せるかどうかが怪しいと判断したためである。この体育大会では現在も競技として残っている100M走や800Mリレーの他に、バトンの代わりに俵を用いたリレーや手榴弾投という現在にはあまり聞かない競技が記されている。

現在の新聞では大会が開催されたことを掲載する際は、結果しか載せないことが多い	2021-12-13
	69	[image: 新學制の教科について（『西塩田時報[戦後]』第5号(1947年5月20日)3頁）]	新學制の教科について（『西塩田時報[戦後]』第5号(1947年5月20日)3頁）	この記事には学校で習う教科の変更について書かれている。ここでいう社会科が私たちの思うそれとは異なっている。ここでいう社会科とは「社会生活についての良識と性格とを学ぶこと」が目的になっていて、そのギャップが面白く感じた。

https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0991.jpg	2021-12-12
	70	[image: 知って居て重宝な家庭メモ『西塩田公報』第95号(1955年8月5日)4頁]	知って居て重宝な家庭メモ『西塩田公報』第95号(1955年8月5日)4頁	「知って居て重宝な家庭メモ」というタイトルで、衣類にチューインガムがついた時の取り方など生活の豆知識が記載されている。

地域の出来事が多く書かれているイメージだったのでこの様な内容が書かれていて面白いと感じた。

この記事は以下から参照できます。
#1310 『西塩田公報』第95号(1955年8月5日)4頁	2021-12-11
	71	[image: 第三農村の疲弊（『西塩田時報』第124号(1934年3月1日)1頁）]	第三農村の疲弊（『西塩田時報』第124号(1934年3月1日)1頁）	私が興味を引かれたのは、「第三農村の疲弊」という記事。
インフレ景気において利潤を得る都市部の市場と比較し、経済状況に苦しむ地方農村の状況を述べている記事だった。
私が面白いと思ったのは、地元紙であるからこうした苦境に立たされている農村の人々に寄り添い、政治に批判的な内容を書くのかと思いきや、逆に自分たちの批判的な心を改めるべきだと述べている事だ。戦争が近づく中で、国に対する忠誠心なども高められてきたことも関係しているのだろうか、と推測でき、興味深かった。

この記事は以下から参照できます。
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0549.jpg	2021-12-11
	72	[image: 自由画作品の名札作り]	自由画作品の名札作り	山本鼎の部屋から預かった児童の作品に名札を貼る作業を行いました。私は制作年と学年、氏名、整理番号を名札に書く作業を行いました。90年ほど前の児童の作品がかなり多く、今でも大切に保管されていることがすごいなと思いました。鉛筆一本で書かれた絵や水彩画のような絵など、どの絵も一生懸命に描かれていて作品を見るのが面白かったです。中には氏名が不明の作品もありましたが昔の作品を実際に見ることができ、貴重な経験でした。	2021-11-29
	73	[image: 地域キュレーション「上田探検」2021]	地域キュレーション「上田探検」2021	信州上田学A（2021年度後学期）の地域キュレーション課題「上田探検」に取り組んだ学生たちのアウトカムをご紹介します。

	上田とコンテンツツーリズム (りった)
　上田の観光事業への取り組みを知り、よりよい策を考える。
	別所温泉めぐり (あゆ)
　別所温泉街を巡り、気になるスポットを撮影する。
	塩田平をめぐる (オガサカ)
　別所温泉がどのような場所であるのか、歴史的背景や、地理的な側面から見たい。
	上田の歴史にふれる (崔)
　昔の上田は何があって、何をしていたのかを探求し今後の活動に活かす。
	

	2021-11-17
	74	[image: 上田紬のお土産]	上田紬のお土産	上田観光会館にはたくさんの上田みやげがあり、その中には上田紬を使った小物も売られていました。面白いと思ったのは小銭入れならぬ「ドル入れ」です。外国から来た方向けにもてにとってもらえるような工夫であると感じました。	2021-11-15
	75	[image: 映画のワンシーンに出てきそう！]	映画のワンシーンに出てきそう！	上田市大手にある上田市新参町教会。赤色の尖がった屋根を持った白い木造の建物。上田の映画ロケ地がまとめられた本で知り、レトロな少し哀愁を感じるような見た目に惹かれて、実際に行ってみた。上田には映画のロケ地となった場所がたくさんある。ロケ地を巡ってみるのも上田の楽しみ方の1つかもしれない。	2021-11-15
	76	[image: 探索のねらい]	探索のねらい	このサイトでは、上田市街地に点在する橋に焦点を当てています。
私たちが普段生活している街の風景。橋というのは何気なくそれらに溶け込んでいると感じる。交通の要所として必要な大橋から、街の雰囲気に馴染んでいる小さな橋まで。敢えて目立たないそれらに注目するのは、新たな発見があり、面白いのではないだろうか。
そういったねらいをもって探索を行っていきます。

※本サイトが紹介しているのはほんの一部です。市街地周辺全ての橋を掲載しているわけではありませんので、御了承ください。	2021-11-13
	77	[image: 川って見てると癒やさるよね？]	川って見てると癒やさるよね？	こちらは千曲川の写真でーす！

朝・昼・夜と違う景色に見えて1個の川でも何個もあるような感覚になりますよね！

僕はちなみに夕方の顔が好きです。夕日が反射して柔らかくキラキラしてて美しいなと思います！
ここには写ってないんですけど赤い鉄橋もマッチしてるなーと思いました！





ここを使うのであれば敵陣との境目として配置すると面白いかなーと思います	2021-11-13
	78	[image: 調べて出てこない場所でも名前があるところ以上の価値がある場所も存在する]	調べて出てこない場所でも名前があるところ以上の価値がある場所も存在する	3つ連続で同じ時系列の投稿にはなるんですけどまたまたタタラ塚古墳に向かう途中の話です

ホントに特に何か施設があるわけでもなく民家しかない坂でした。上りがけっこうきつかったので自転車を降りて歩いて上っててさすがに疲れたなーと思って立ち止まりました。それでなんか予感がして後ろをふと振り返ったらこんな景色が広がってるじゃないですか！
こりゃ撮るしかねえなああ！

そんな感じで撮ったんですけどもう1週間早かったら真っ赤じゃなくてもうちょい色々な色のコントラストが広がってて惜しいことしたなーみたいな感じになったとはいえ、まあ綺麗ですよね
来年のリベンジに期待ですね！(リベンジすること多いな笑)

ここをゲームで使うとしたらイベントカードとして味方の士気を上げるみたいな感じで春夏秋冬バージョン	2021-11-12
	79	[image: これはなんでしょう？]	これはなんでしょう？	この石みたいな物体はなんでしょう。
正解は牛さんのうんち。
美ヶ原では牛さんが放牧されている時期があるので、いたるところにうんちがゴロゴロと。
放牧時期には間近でかわいい牛さんやポニーが見られる。
運が良ければ目の前でぶりぶりしてくれるかも...?
実際に目の前にするとなかなかシュールで面白いので、放牧時期に足を運んでみてはいかがでしょうか。	2021-11-12
	80	[image: 美ケ原公園西内線]	美ケ原公園西内線	楽しい楽しい山道にやってきた。
写真は美術館まで約８kmの地点と、白樺平で撮ったものだ。
この山道は景色はもちろん、先の見えないカーブの連続を走ることが楽しい。
ただ、一か所道が崩れているのか、パイロンで区画分けされている場所があるのでご注意を。	2021-11-11
	81	[image: オンライン発表会「学生による大学広報の改善提案」記録：全部①～⑳]	オンライン発表会「学生による大学広報の改善提案」記録：全部①～⑳	長野大学／メディアプランニング論2021(企業情報学部クラスター科目)
オンライン公開発表会「学生による大学広報の改善提案」記録
発表者①～⑳＋講評

▼分析対象の広報媒体
広報紙媒体：★長野大学パンフレット　★長野大学ビジョン(冊子)
広報ウェブ媒体：★長野大学ホームページ

▼発表(YouTube)通しで再生 75分
[image: ]

▼発表概要説明	2021-08-09
	82	[image: これまでの動画改善点に関して(２)]	これまでの動画改善点に関して(２)	これまで投稿した動画毎に行ってきた意見聞き取りと改善点について簡単にまとめました。

２，冬の北海道鉄道旅に関して(第0、１，２、３、４)

第1，2，3回については自動音声(以下ゆっくり実況)を用いて制作しました。理由としては以下の2つです。
・「鉄道旅ゆっくり実況」という動画のジャンルが存在しており、それをテーマにすることで初心者でも再生回数の向上が見込めるため
・ナレーションの原稿制作と収録の手間が省けるため

意見
第0回・次回予告に期待が持てる。
　　　・ナレーションはまだまだ練習が必要
　　　→ゆっくり実況へ移行予定であったため具体的
　　　反映はせず。

第1回・分かりやすくて面白かった。
　　　・ところどころにネタ要素を入れているのが
　　　良かった。
　　　
第2回・コロナで遠くへ行	2021-07-26
	83	[image: りんごの花]	りんごの花	５月。
再び長沼地区を訪れるとりんごの花が咲いていました。

りんごの花は種類によって桃色や白など異なりますが、桜のように複数の花弁がまとまって咲くのが特徴的です。	2021-07-26
	84	[image: 信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から]	信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から	信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から（講演採録全文）
 講師：前川道博（長野大学企業情報学部教授）
▼元の講演はコチラ
https://youtu.be/yS-xdWDMTwE?t=2779

 信州学「信州の蚕糸業とシルクロード」講座 第2回
　2016年10月6日／まちなかキャンパスうえだ


【１】蚕糸業って何？　蚕種製造、養蚕、製糸

■そもそも蚕糸業とは？

　今回、この講座は、多くの方に、後からも学習していただけるように、ということで、オンデマンド配信することを想定していますので、全く初めての方がこれを見ると「えっ？　蚕糸業って何？」、そういう基本的な疑問ですね。これを最初の方は誰もわからないわけです。その辺のところも含めてお話をさせていただきたいと思います。
[image: ]	2021-07-15
	85	[image: 山本鼎と神川小学校児童の自由画]	山本鼎と神川小学校児童の自由画	上田市マルチメディア情報センターのHPから、山本鼎と児童の作品を閲覧しました。神川小学校の児童の作品660作品が載っていて数の多さに驚きました。自分の目で見て感じ取ったものを描くことが大切という「児童自由画教育」を提唱した山本鼎により、同じ家を描いていても児童によって白黒の絵であったりカラフルな絵であったり角度が違ったりと、児童が自由に描いている様子が見て分かりました。お手本の絵をまねする必要はなく、自分の思ったように描けば良いということが山本鼎が伝えたい思いなのかなと私は感じました。	2021-06-20
	86	[image: すや呉服店]	すや呉服店	醋屋（すや）呉服店は海野町商店街で創業130年を超えた老舗である。現在は、年配向きの呉服やジャケット、ブラウス等を販売している。
 呉服店の店主とその家族が大事にしている昔の写真を見せていただいた。白黒の写真であったが、上田市の風景や代々のご先祖様の写真は迫力があり、とても貴重な物だった。	2021-06-06
	87	[image: 江戸前三大そば]	江戸前三大そば	江戸時代に生まれた「藪」「更科」「砂場」からなるそばの御三家。藪そばはつゆが濃く、更科そばは淡白でのどごしがよい。砂場そばはそばそのものの香りや味わいがよい。
それぞれ発祥は東京、長野、大阪。

参考
https://mi-journey.jp/foodie/28988/	2021-05-14
	88	[image: 阿梅の墓、真田大八(片倉守信)の墓]	阿梅の墓、真田大八(片倉守信)の墓	白石市の当信寺に阿梅の墓、片倉守信の墓が並んで建っています。阿梅は幸村の三女、片倉守信は次男、真田大八です。真田幸村は大坂夏の陣の際に、敵将であった片倉重長に子どもの養育を託したと言われています。重長は阿梅、姉妹の阿菖蒲、おかね）、大八を養育しました。

阿梅は重長の正室の死後、重長の後妻となります。大八は片倉守信と改名して仙台藩士となります。大八の家系が後に復活を徳川幕府から許された仙台真田家になります。現在に至るもなお、姉と弟の墓が白石に残っています。昔を今に伝える数奇な物語です。	2021-05-11
	89	[image: 真田幸村ゆかりの寺・清林寺]	真田幸村ゆかりの寺・清林寺	白石の寺・清林寺は、真田幸村の遺臣・三井奉膳が開基です。真田昌幸、幸村に仕えた三井景国の次男とされています。寺紋が真田家の家紋・六文銭です。	2021-05-11
	90	[image: 片倉家菩提寺・傑山寺]	片倉家菩提寺・傑山寺	★常英山傑山寺
http://kessanji.jp/ 

白石市の傑山寺は、白石城主片倉小十郎景綱が片倉家の菩提寺として創建した寺です。本殿の前には片倉小十郎景綱公像が建っています。歴代藩主の墓所があります。

☆仙台真田家と傑山寺
http://kessanji.jp/history/sanada.html	2021-05-11
	91	[image: soin cafe(ソワンカフェ)]	soin cafe(ソワンカフェ)	上田市にあるカフェです。白を基調とした外観に、シンプルだけどオシャレで落ち着く雰囲気の店内でした。写真は蕎麦粉で作られたガレットです。ガレットの表面のパリッと、中心はモチモチとした食感と、新鮮でシャキシャキな野菜を楽しめる一品でした。料理のメニューだけでなくドリンクの種類も豊富なので迷ってしまいます。	2021-05-06
	92	[image: 長野県立美術館]	長野県立美術館	2021年4月10日に新築オープンした長野県立美術館です。新しくできたということで、外装も内装もとても綺麗でした。特に内装は、白と黒を基調にしたシンプルで今らしいオシャレなデザインになっていました。
広々としたテラスでは、信州の山並みや国宝・善光寺など、「信州の新たな風景」を楽しむことが出来ます。
入口近くにある「水辺テラス」では「霧の彫刻」を見ることが出来ます。これは是非現地で楽しんでもらいたいです。
また、「ひらくプロジェクト」という、だれもが障がいの有無を超えてアートを体験できるイベントが年間を通して開催されています。	2021-05-06
	93	[image: 善光寺]	善光寺	善光寺では国宝である本堂を拝むことが出来ます。
善光寺を進んでいくと貫禄のある仁王像が現れます。とても迫力があり、圧倒されました。
また、山門に掲げられている額の「善光寺」の文字には、なんと「五羽の鳩」と「牛」が隠されています！遊び心があって面白いですね。是非探してみてください。	2021-05-05
	94	[image: 谷信菓子店]	谷信菓子店	アイスは昔懐かしの白アイスからミルクティーなど今時なものまで全て手作り。濃厚でクリーミーな舌触りは手作りならではのもの。食べ歩きにもおすすめ。
　コロナ渦で夏祭りの中止やお盆でのお墓参りの人出の減少があったものの、現在は、並んでいる人同士の間隔を開けるなどして感染対策をしている。
　このお店のアイスを思い出の味としている人も多いため、今年の夏は県外にいる家族と一緒に食べたいと願う人も多い。	2021-05-05
	95	[image: 中町通り]	中町通り	松本の旧町名であり、白と黒の簡潔な土蔵造りの家が多く建ち並ぶ。民芸・工芸・飲食などあらゆる観光が楽しめる。	2021-05-05
	96	[image: 北国街道]	北国街道	北国街道とは野尻から追分まで続く江戸幕府によって整備された脇街道で日本の街道の1つです。小諸市のある場所から撮ったが、ここを見ていると現代とはまた違うレトロな印象を与え、残存し続けているのが面白い。	2021-05-05
	97	[image: 養老天命反転地]	養老天命反転地	岐阜県養老町にある養老天命反転地です。

この養老天命反転地は世界的に有名なアーティスト、荒川修作氏とそのパートナーで詩人のマドリン・ギンス氏の30数年に及ぶ構想を実現した身体で直接体験できるアート作品です。

自分の身体の持つ様々な可能性を見つけることができ、面白いです。	2021-05-05
	98	[image: 本当に緑色　緑橋]	本当に緑色　緑橋	　上田原の合戦の地は、今は県営球場や小学校になっている。辺りを散策していると何やら緑色で塗られた橋が。
　その名も緑橋。住宅街から産川を渡り小学校に行くためにかかっている橋で、ペンキでベタベタに塗られている。渡ってみると鉄板の音が心地よく何か懐かしい気持ちになる。自然の中にケミカルな人工物、異質な感じが面白い。
　筆者は上田市立川辺小学校の卒業生なのでよくこの橋を渡っていた。学校の始まりと終わりにいつもわたるこの橋は、行くときは嫌で帰るときはウキウキだった。	2021-05-05
	99	[image: ひばりや]	ひばりや	こってり特濃スープが特徴のラーメン屋。濃厚な鶏白湯ラーメンが味わえ、コラーゲンたっぷりです。味は塩、味噌、醤油はもちろん魚介系もあり、種類も豊富です。女性人気も高いラーメン屋です！上田駅から徒歩9分と観光客にも優しいです！	2021-05-05
	100	[image: 武士(もののふ)]	武士(もののふ)	上田駅のすぐそこにあるラーメン屋。観光客にはうってつけの位置です。特徴的なのはメニュー名に戦国武将の名前がついているところです。メニューを見るところから楽しめます。おすすめは「武士味くらべ左近ＶＳ幸村」。白醤油と白豚骨の両方が楽しめます。	2021-05-05
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